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     外来担当表は裏面に記載しています 
 

 着任のご挨拶 

 整形外科医長 立花章太郎（たちばなしょうたろう） 
 
 4月より松原メイフラワー病院整形外科に常勤医として着任いたし 
ました立花章太郎（たちばなしょうたろう）と申します。これまで 
神戸大学整形外科に所属し、大学病院および関連医療機関において、 
ひざ痛、腰痛の原因となる骨関節疾患や外傷、関節リウマチの診療 
研究に携わってまいりました。当院はリウマチ診療の専門性に加え、地域の 
中核病院として整形外科外傷や急性期対応、関節に由来する運動器 
疼痛の治療にも力を入れております。今後も最新の知見とこれまでの経験を生か
しながら、地域の皆様に安心と質の高い整形外科医療を提供してまいります。何
卒よろしくお願い申し上げます。 
 

  整形外科 齋藤 亮（さいとう あきら） 
 
 このたび4月より、松原メイフラワー病院にて整形外科常勤医とし 
て勤務を開始いたしました。これまで神戸大学医学部附属病院および 
その関連施設にて、骨折・関節疾患を中心とした整形外科診療に従 
事してまいりました。また、関節疾患について神戸大学大学院で基 
礎研究もしております。 
当院ではリウマチ治療に加え、高齢化に伴い増加する骨粗鬆症関連 
骨折や変形性関節症など、地域のニーズに即した幅広い整形外科診療を行ってお
ります。患者さまの生活の質の向上を目指し、安全で的確な治療を提供できるよ
う尽力してまいりますので、今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 
 

デイケア（短時間通所リハビリテーション）のお知らせ 

 松原メイフラワー病院では通院によるリハビリの他にも、介護保険（介護サービス）での
通所リハビリテーションを実施しております。ご興味のある方は受診時でもお電話でもお気
軽にご相談ください。 
日時：平日（土日祝、年末年始除く） ① 9：30-11：00 ②11：00-12：30 
                                                ③12：30-14：00 ④14：00-15：30 
窓口：松原メイフラワー病院 通所リハビリテーション 担当：上月 0795-42-8851 
  

 6月に入り梅雨の季節となりますが、皆様お元気でお過ごしでしょうか。雨
の季節と言えども、楽しいことを色々と見つけたいですね！今回も、4月より
着任いたしました医師紹介をはじめ最後までご笑覧いただければ幸いです。 
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外来 

外来担当表 

    月 火 水 木 金 土 

午 前 
（9：00～ 
12：00） 

整形外科 
リウマチ科 
リハビリテー
ション科 

松 原 奥 田 松 原 松 原 奥 田 

  立 花   齋 藤 亀 長 立 花  

一般内科 
リウマチ科 
（膠原病） 

小 林 
（一般内科） 

塩 沢 小 林 
（一般内科） 

塩 沢 小 林 
（一般内科） 

午 後 
（15：00～ 
18：00） 

整形外科 
リウマチ科 
リハビリテー
ション科 

 

奥 田 立 花 荒 木 
（一般整形） 

  

奥 田 

    
奥 田 

（痛み外来） 
※完全予約制 

    

一般内科 
リウマチ科 
（膠原病） 

井 上 
（一般内科） 

小 林 
（一般内科） 

小 林 
（一般内科） 

小 林 
（一般内科） 
＊オンコール 

      

午前 
内視鏡検査 

井 上           

午後             

＊初診の方は、出来るだけ受付終了30分前までにご来院ください。    

当院の訪問リハビリテーションについて 

皆さんは雨の匂いはお好きですか？降り始めと雨上がりでは匂いの成分が違うらしく、降り始めの匂いは、ペトリコール（ギリ
シャ語で『石のエッセンス』の意味)と呼ばれています。アスファルトなどの熱によって匂いの成分が気体になったもので、粋
なネーミングﾞに思います。雨の季節も少し楽しくなりそう⁉ （K.K） 

 当院では昨年６月より訪問リハビリテーションを開始しています。 
訪問リハビリテーションの目的は通院が難しい患者様に対し理学療法士
が自宅へ訪問し、主治医の指示のもと病状や状態に合わせた身体機能の
維持・向上練習（リハビリ）を行います。また、利用者様が実際に生活
を送られているご自宅でその場所に応じた動作の獲得を目的とした練習
を行うこと、介護されているご家族様からの相談介助方法や福祉用具、
住宅改修などのアドバイスを行います。 
 具体的な内容としては、動かしにくい関節のストレッチや筋力強化、

起き上がり動作や移乗動作練習、歩行練習、段差昇降などが主な内容になり 
ますが、実際に生活される中で困難なことを練習することが出来ます。 
対象となる方は医師からリハビリが必要と判断された要支援1，2、要 
介護1～5の認定を受けられた方です。 
 住み慣れた地域で実際の生活に特化したリハビリテーションを行い 
自分らしい生き方、少しでも自分で出来ることを増やし介護を必要 
としない生活が末永く送れることを一緒に目指したいと考えています。 
ご興味のある方は担当のケアマネージャーまたは当院地域連携室まで 

ご連絡下さい。文責：リハビリテーション科 科長 岡本純弘 
  


